




本調査の背景および目的

 施設内ではなく、地域・家庭で養育を受ける、重度重症の障害児が増加している。ハイ

リスク児が成長していく中で、最も重い障害を有することとなるこれらの児とその家族へ

の、ライフサイクルのそれぞれの段階での、療育やサポートのシステムを整備していくこ

とが求められている。

 重度重症障害児の中でも、特に、経管栄養、痰などの吸引、導尿、気管切開の管理、酸

素療法、人工呼吸器治療等の、医療的対応を受けながら家庭で生活しているケースが増加

しており、地域での教育・療育・生活の場である学校や通所施設において、 このような

ケースにどのように対応していくのか、家族の過剰負担によってではなく適切に対応して

いけるシステムして、どのような在り方が望ましいのか、 ということが現在大きな課題

となってきている。

  上記のような医療的対応、すなわち、従来、医療行為」とされてきたが、家庭で日常的

な介護行為としておこなわれるようになってきた医療的介護行為を、「医療的ケア」と称

することが、最近は関係者の中で定着してきている。養護学校に通学している児童におい

ても、 これらの医療的ケアを要するケースが全国的に増加していることが調査によって

も明らかとなっており、 このことに対応するため、全国肢体不自由養護学校長会におい

ても、最近「医療的ケア検討委員会」が設けられるに至っている。このような状況の中で、

学校において、家族の負担によってではなく医療的ケアが適切に安全に行われていくため

には、どのようなシステムが望ましいのかが、医療、教育、福祉のそれぞれの分野の関係

者の協同作業として、検討されていく必要がある。その検討のための作業の一つとして、

既に学校において家族以外のスタッフにより医療的ケアが実施されている、あるいはその

準備中ないし検討中である場合についての、実態調査を行った。具体的には、

・現在、実際に、どのくらい実施されているのか、また、準傭、検討されているのか、そ

の数と、ケアの実質的内容

・誰が実施を担当するのか

・実施にあたって学校スタッフの研修や、医師による指導はどのようにおこなわれている

のか

・マニュアルをどのようにしているのか

・実際に医療的ケアが行われる中で、事故が生じていないか

・実施上の間題点は具体的にどのようなものか

などを把握し、問題点や今後の課題、望ましい方向性を検討するための一助とすることを

目的とした。


